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　舞鶴-小浜地域に分布する超丹波帯・丹波帯の地質構造について調査・
検討を行った．本地域では5万分の1地質図幅「舞鶴」（猪木ほ
か，1961）及び「小浜」（広川ほか，1958）が刊行されているが，こ
れらは付加体地質学的な見知からの調査や解釈がなされていない．その
後，幾つかの研究によって一部地域の地質図が公表されている（例え
ば，Caridroit et al., 1985）が，丹波帯の内部構造や超丹波帯の分布に
ついては依然として不明な点が多く残されていた．今回の調査では超丹波
帯・丹波帯北縁部の踏査を行い，今日まで蓄積されている地質情報を統合
し，詳細な地質図を作成して地質構造を検討した．
【構成岩類】
　調査地域には北から順に舞鶴帯・超丹波帯・丹波帯の各地質体が分布し
ている．舞鶴帯南部は夜久野オフィオライトの緑色岩類・変斑れい岩・超
苦鉄質岩からなり，頁岩などの砕屑岩を伴う．超丹波帯は構造的上位から
大飯層と氷上層に区分される．大飯層は千枚岩様を呈する頁岩を主体と
し，砂岩・砂岩頁岩互層・チャート・珪長質凝灰岩や泥質混在岩を伴う．
氷上層は主に塊状の緑灰色砂岩からなり，頁岩や泥質混在岩を伴う．丹波

帯は中江（2000）の区分をもとに，5つのコンプレックス（以下C）及
び古屋層に区分した．これらは構造的上位から周山C・雲ヶ畑C・灰屋
C・鶴ヶ岡C・古屋層・由良川Cの順に塁重している．前三者は石賀
（1983）のⅡ型地層群に相当し，泥質混在岩を主体とする．後三者はⅠ
型地層群に相当する．鶴ヶ岡Cと由良川Cは泥質混在岩中に数kmに及ぶ
チャートのシート状岩体が多く挟まれている．古屋層は砂岩・頁岩・砂岩
頁岩互層からなる正常堆積物である．
【地質構造】
　調査地域の各地質体は，スラストを介して北西側が構造的上位を示すパ
イルナップ構造を持つと考えられる．このうち丹波帯では，東西～北西-
南東方向の軸を持つ褶曲構造が発達している．今回の調査から，おおい町
名田庄納田終から同町川上南方にかけて，超丹波帯が丹波帯と共に褶曲し
ていることが明らかになった．
　調査地域の西部では，上林川断層が北東-南西方向に延びている．上林
川断層は，右横ずれを示す変動地形で特徴づけられる活断層である．綾部
市睦合町から同市睦寄町北方にかけては氷上層が欠如し，大飯層と周山C
が上林川断層を介して接している．上述した褶曲構造は，上林川断層の北
東延長部に相当する断層によって切られている．地質構造からは，この断
層による左横ずれの変位が読み取れる．従って，上林川断層はもともとは
丹波帯の褶曲構造形成後に活動した左横ずれ断層であり，現在の上林川断
層はその一部を利用した右横ずれ断層であることが判明した．西南日本内
帯では，同様の断層の運動方向の逆転が牛首断層などでも認められており
（大橋・小林，2008），狩野（2008）が指摘したように活断層の形成
に基盤岩類の地質構造が重要な役割を果たしていることがわかる．
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